
発議案第６号 

 

待機児童の早期解消及び保育士の処遇改善を求める意見書（案） 

 

 本県における、本年４月１日時点の待機児童数は、前年と比較して９７人減の２２７人

となっているものの、待機児童の解消には至らず、全国では２万人を超える水準で推移し

ている。  

 国においては、平成２９年度末に待機児童を解消する目標達成が困難と判断し、本年６

月に新たに公表された「子育て安心プラン」では、遅くとも平成３２年度末までの３年間

で待機児童を解消するとしているが、問題の解決は待ったなしであり、その解決に向けて

は、保育所の新設などによる受け皿の拡大に市町と連携して取り組むことはもとより、必

要となる保育士の人材確保のための対策の強化が急務である。 

 国では、今年度から、すべての保育士に対して月額６千円程度の処遇改善を実施するほ

か、経験年数が概ね７年以上で一定の要件を満たした保育士に月額最大４万円の処遇改善

を行っているが、依然として保育士の平均賃金は全職種の平均賃金と比較して低い水準で

あり、一層の処遇改善が必要である。  

 よって、国においては、待機児童の早期解消をはじめとする保育対策強化のため、次の

事項について積極的に取り組むよう強く要望する。  

記 

１ 保育所等整備交付金の増額など、待機児童を解消し、地域の実情に応じた子育て支援

の拡充を図ることができるよう保育所の新設などによる受け皿の拡大に必要な財源を確

保すること。 

２ 保育士の処遇改善のため、賃金の引き上げや快適な職場環境の向上に取り組む地方自

治体に対する必要な財源を確保すること。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。  
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